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さ

る

６

月

２８
日
（
月
）
、
本

丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
５１
名
で
下
関

周
辺
を
研
修
旅

行
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
強
い
雨

の
中
の
研
修
旅

行
で
し
た
が
、
お

世
話
さ
れ
た
安

富
さ
ん
が
見
学

コ
ー
ス
や
食

事
処
な
ど
を

事
前
に
下
見

さ
れ
て
お
り
、

お
陰
様
で
楽

し
い
一
日
で

し
た
。 

〔
１
〕
一

番
の
希
望
は

下
関
方
面 

今
回
の
研

修
旅
行
は
、

本
丸
歴
史
館

か
ら
貸
し
切

り
バ
ス
代
及

び
高
速
道
路

代
の
助
成
が

あ
り
、
実
現

し
ま
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

全
員
が
参
加

で
き
る
よ
う
休

館
日
の
６
月
２８

日
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
研
修

先
に
つ
い
て
は

世
話
係
会
を
通

し
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
一
番
希

望
の
多
か
っ
た

の
は
下
関
方
面
で
、
今
回
の
研
修

実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

〔
２
〕
盛
り
上
が
っ
た
バ
ス
車

内
で
の
事
前
研
修 

参
加
者
は
５１
名
と
多
く
、
大
型

バ
ス
の
補
助
席
を
使
用
し
て
ギ
リ

ギ
リ
の
座
席
で
し
た
。
佐
賀
城
本

丸
を
出
発
し
て
高
速
道
に
乗
る
と
、

早
速
、
太
田
前
会
長
の
手
作
り
資

料
「
幕
末
の
長
州
藩
（
全
８
頁
）」

を
も
と
に
、
約
５０
分
に
わ
た
っ
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
室
町
・
戦

国
時
代
を
支
配
し
た
大

内
氏
か
ら
幕
末
・
維
新

期
に
か
け
て
の
長
州
藩

の
動
向
が
簡
潔
明
瞭
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 〔

３
〕
赤
間
神
宮
な

ど
を
見
学
し
て
食
事
処

「
か
ら
と
屋
」
へ 

１１
時
頃
下
関
・
唐
戸

市
場
着
。
一
一
八
五
年

源
平
壇
ノ
浦
合
戦
で
入

水
し
た
安
徳
天
皇
を
祀

っ
た
赤
間
神
宮
を
参
拝
。

次
い
で
日
清
講
和
記
念

館
（
春
帆
楼
隣
）
を
見

学
し
て
、
か
ら
と
屋
に

て
昼
食
を
取
る
。 

〔
４
〕
研
修
の
目
玉

で
あ
る
壇
ノ
浦
砲
台
と

国
宝
「
功
山
寺
」
周
辺

（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド

説
明
） 

①
壇
ノ
浦

砲
台 対

岸
に
門

司
が
見
え
る

壇
ノ
浦
砲
台

に
は
、
大
砲

五
門
（
樹
脂

製
）
が
置
か
れ
、
真
ん

中
の
大
砲
は
百
円
玉
を

入
れ
る
と
、
五
秒
間
隔

で
三
発
、
砲
音
が
響
き
、

さ
す
が
観
光
地
に
ふ
さ

わ
し
い
演
出

で
あ
る
。
説

明
板
に
は
、

四
か
国
連
合

艦
隊
が
下
関

襲
撃
し
た
一

八
六
四
（
元

治
元
）
年
当

時
、
青
銅
製

カ

ノ

ン

砲

１４
門
（
３６
ポ

ン
ド
砲
他
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た

と
あ
る
。 

②
国
宝
「
功
山
寺
」
周
辺 

功
山
寺
は
鎌
倉
時
代
の
創
建

で
、
高
杉
晋
作
が
伊
藤
俊
輔
（
博

文
）
ら
を
率
い
て
挙
兵
し
た
所
で

あ
る
。
ま
た
、
明
治
天
皇
の
ご
宿

泊
所
で
あ
っ
た
「
長
府
毛
利
邸
」

は
重
厚
な
建
物
で
、
い
ず
れ
も
歴

史
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
た
。 

功
山
寺
か
ら
長
府
毛
利
邸
一
帯

の
周
遊
コ
ー
ス
（
約
１
．
６
㌔
）

は
落
ち
着
い
た
街
並
み
で
、
長
府

毛
利
藩
５
万
石
の
城
下
町
ら
し
い

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。 

〔
５
〕
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
男
女
２
名
（
２

時
間
、
一
人
３
千
円
） 

強
い
雨
で
ス
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
が

び
し
ょ
濡
れ
の
中
、
熱

心
に
案
内
し
て
頂
き
、

頭
の
下
が
る
思
い
が
し

ま
し
た
。
下
関
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
昭
和
６０
年

頃
に
ガ
イ
ド
７

～
８
名
で
ス
タ

ー
ト
し
、
現
在
は

約
３５
名
。
毎
月

１
回
、
最
終
月
曜

日
に
三
時
間
ほ

ど
、
商
工
会
議
所

会
議
室
で
Ｏ
Ｂ
を
講
師
に
研
修
を

行
っ
て
い
る
。 

〔
６
〕
感
想
な
ど 

①
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
、
話

し
方
や
時
間
配
分
な
ど
あ
る
程
度
、

お
客
様
の
反
応
に
注
意
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
再
認

識
し
た
。
た
だ
し
、
本
丸
の

建
物
内
と
今
回
の
外
回
り

と
案
内
の
違
い
は
あ
る
が
、

本
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
負

け
て
は
い
な
い
と
、
実
感
し

ま
し
た
。 

②
今
回
は
雨
の
一
日
だ

っ
た
の
で
、
次
回
は
、
梅
雨

を
除
い
た
時
期
を
検
討
し

て
参
り
た
い
。 

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草
～ 

去
る
７
月
２０
日
、
３５
人
の
館
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
石

垣
除
草
が
行
わ
れ
た
。 

天
守
台
の

石
積
み
の
間

に
、
蔓
延
る

木
根
の
成
長

に
よ
る
、
崩

壊
を
防
ぐ
た

め
に
、
雑
草

に
覆
わ
れ
た

見
っ
と
も
な

い
石
垣
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

と
の
趣
旨
で
実
施
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
非
常
に
暑
く
、
参
加

者
は
汗
に
ま
み
れ
て
の
働
き
だ
っ

た
。 天

守
台
の

上
部
に
は
、

手
が
届
か
ず
、

心
残
り
は
あ

る
が
、
見
違

え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
な

っ
た
。（
木
・

土
曜
班 

竹
田
正

彦
） 

 

～下関市周辺（壇ノ浦砲

台・功山寺など）を見学～ 

 

開館６周年記念 

おめでとう  
８月１日は、佐賀城本丸歴史館

開館６周年目になります。今年は

日曜日であり、日曜班の当番とな

りました。 

入館者１００万人を達成した翌

年ではありますが、更なる飛躍の

スタートの思いを込めて、日曜班

小寺氏の厚意による「鯱」の新し

い作品を絵はがきとして、来館者

に贈呈することにしました。 

各曜日の皆様には、「ありがと

う」「おかげさまで」等々、６周年

の前に、ボランティアの一言を添

えて戴きました。また、木曜班か

らは、「先憂後楽」の栞の提供もあ

りましたので、贈呈文と共に、透

明の袋に入れて、当日の来館者、

先着２００名にお贈りさせて戴き

ました。栄の国まつり、佐賀城本

丸歴史館の作り方特別講演会など

の参加と重なり、多忙な一日では

ありましたが、来館者増加の一助

にでもなればと思っています。 

（火・日曜班 服巻政司） 

説明する太田前会長 

壇ノ浦砲台 

～
頑
張
っ
た
踊
る
広
告
塔
～ 

 
 

佐
賀
城
を
背
負
っ
て
の
大
奮
闘
！
今
年
は
４０
名
を
超
え
て
、
踊
り
も
バ
ッ
チ

リ
決
め
ま
し
た
。
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、
踊
り
足
り
な
い
位
に

楽
し
い
一
時
で
し
た
。
思
い
が
け
ず
男
性
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
練
習
さ
れ
、
ぎ

こ
ち
な
い
必
死
の
動
作
が
か
わ
い
ら
し
く
、
男
性
群
を
見
直
し
ま
し
た
。
徳
渕

副
館
長
も
上
手
に
踊
ら
れ
、
受
付
の
若
手
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
の
参
加
も
あ
り
、

懐
か
し
い
松
田
、
近
藤
両
氏
も
駆
け
付
け
て
下
さ
り
、
ま
た
家
族
総
出
の
参
加

も
あ
り
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ご
寄
付
も
蒲

原
課
長
を
始
め
１４
名
の
方
よ
り
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
出
陣
式
の
お
米
、
漬
物
、

の
り
、
梅
干
し
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
差
し
入
れ
も
あ
り
で
す
。 

大
う
ち
わ
の
修
理
も
ば
っ
ち
り
し
て
頂
き
側
面
か
ら
の
応
援
を
い
た
だ
い

て
、
踊
り
子
は
更
に
元
気
を
出
し
て
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
楽
し
さ
！

充
実
感
は
、
踊
ら
ん
と
わ
か
ら
ん
。
来
年
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
々
と
こ
の

興
奮
と
感
動
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
佐
賀
城
本
丸
こ
こ
に
あ
り
で
す
。

（
月
・
水
曜
班 

南
里
美
智
代
） 

 

親睦グランドゴルフ交流会に参加して   
梅雨の最中の７月２日（金）、一日雨天順延して、本丸歴史館南

庭で開催されました。 

企画、段取り、運営してくださった世話役の方々に、お礼を申し

上げたい。シバやクローバー、雑草の繁茂する本丸広場の中に、８

ホールを設定して、２ラウンドのプレーを行いました。老若男女、

未経験者、経験者を上手に組み合わせてのプレーになりました。 

コースの設定は、ゴルフの聖地、セント・アンドリュウスに匹敵

する、超難度の高いコースだったと思われる。 

和気藹々の中で、笑いあり、臨機応変の集中ありで、親睦の輪が

広がっておりました。その中でも両副館長（徳渕氏、古川氏）の力

強いショットには度肝を抜かれました。将来性、センスとも抜群で

した。昼食時の雑談の中で、第３回大会の要望も出てました。 

交流会には３４名（ボランティア３０名、館４名）の参加があり、

個人成績は１位大串敏郎（月曜班）、２位原口国昭（火・木曜班）

３位山口隆（火曜班）、の各氏でした。（月曜班 大串敏郎） 

 

編集後記 

今回は、研修旅行を中心に取りま

とめました。寄稿された方々、心か

らお礼申しあげます。（田中・戸田） 


